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第３７８回三木市議会定例会 市長 開会あいさつ 

令和５年１１月２８日 

 

議会の開会に当たりまして、一言ごあいさつを申し上げます。 

 

 本日は、第３７８回市議会定例会を招集いたしましたところ、

議員の皆さまにおかれましては、公私ご多用の中ご出席を賜り、

誠にありがとうございます。 

 また、平素から市政の運営につきまして、格別のご理解とご支

援を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

 

国において、「デフレ完全脱却のための総合経済対策」が閣議

決定され、その中で重点支援地方交付金が追加で交付されるこ

ととなりました。これに基づき、物価高騰の影響が特に大きい低

所得者の生活を支援するため、住民税非課税世帯に対し、既に支

給を行っている１世帯当たり３万円に加え、７万円の給付金を

支給いたします。この給付金については一刻も早くお届けでき

るよう対応してまいります。また、重点支援地方交付金を活用

し、物価高騰の影響を受けている市民や事業者に対する支援策

を早急にまとめます。国や県の支援内容を踏まえ、市民や事業者
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に必要な支援が届くよう検討してまいります。 

 

さて、今月４日、５日には、三木金物まつりを開催しました。

４年ぶりにコロナ禍以前の通常規模での開催とし、２日間で１

２万人の方に来場いただきました。メイン会場である「三木山総

合公園」では、両日とも開場前から行列ができ、金物展示直売会

や、びっくり市、農産物市場など、多くの方々でにぎわいました。

「みっきぃ広場」では、ステージイベントが復活し、力強い和太

鼓やダンスパフォーマンスなど、出演者と観客が一体となり、盛

り上がりました。「かじやの里メッセみき」では、山田錦振興プ

ロジェクトと北播磨農と食の祭典を共催しました。日本酒の試

飲や販売などにより、質・量ともに日本一を誇る酒米山田錦の魅

力を広くＰＲすることができました。 

今月４日には、スナッグゴルフ対抗戦ＪＧＴＯカップ全国大

会が開催され、全国から勝ち進んだ２５チーム１１９名の選手

が三木市に集まり、熱戦を繰り広げました。出場した小学生は、

県内外の強豪選手とプレーを交えたことで、ゴルフへの関心も

より強くなったことと思います。トッププロ６名も参戦し、大会

を大いに盛り上げていただきました。この大会や春高・春中ゴル

フの開催をはじめ、今後も市を挙げてジュニアゴルファーの聖
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地化と更なるゴルフの普及に取り組んでまいります。 

また、スポーツの秋を迎える中、今月２日から６日には、三木

ホースランドパークにおいて、大学生の馬術日本一を決める「全

日本学生馬術大会」が開催されました。三木ホースランドパーク

は、同大会の開催基準を満たす西日本で唯一の馬術施設であり、

２年に一度、この大会が開催されているほか、多くの馬術競技が

開催されています。今月１２日から１９日には、三木総合防災公

園のビーンズドームにおいて、国内屈指の国際テニストーナメ

ントである「兵庫ノアチャレンジャー」が開催されました。世界

のトップをめざす、将来有望な選手たちが集い、素晴らしいプレ

ーを存分に披露されました。さらに、先日、防災科学技術研究所

の創立６０周年記念式典にご招待いただき、事業の発展に多大

な貢献をした団体として感謝状をいただいてまいりました。三

木市は、同研究所が運営する施設、世界最大の３次元震動台を有

するＥ－ディフェンスに加え、実大免震試験機（Ｅ－アイソレー

ション）があるなど、防災の拠点としての機能も備えています。 

市としては、三木金物、酒米山田錦、ゴルフという三大地域資

源をはじめ、三木市の魅力をさらにＰＲしてまいりたいと考え

ています。また、２０２５大阪・関西万博においては、市外をは

じめ、広く海外にも三木市の魅力を発信する絶好の機会ととら
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えています。 

今月１４日には、令和５年度万博国際交流プログラムのコー

ディネーター連携モデル事業に、全国で１２自治体の一つとし

て三木市が選定されました。このたびのモデル事業については、

２０２０東京オリンピックでのフランス陸上チームのホストタ

ウンとしての交流経験や令和４年度に内閣官房国際交流プログ

ラム調査事業に選定され様々な交流事業を行った経験を活かし、

引き続き万博を見据えたフランスとの交流を進めます。フラン

スにおいて、ワイナリーでの三木金物の使用体験等を実施する

ほか、大阪・関西万博が開催される大阪において、三木市内の高

校生とフランスの方々との体験型交流イベントを開催するとと

もに、フランス人シェフによる日本酒に合うメニュー開発など

にもチャレンジします。万博を一過性のものとしてとらえるの

ではなく、チャンスと捉え、異文化に触れる機会の創出により市

内の子どもたちや市民の方々との文化交流を図るとともに、フ

ランスの方々に三木金物や山田錦など地域資源に触れていただ

き、三木を知っていただくだけでなく、経済交流につなげていく

ことを目的に進めています。本市としては、国内外から約２，８

００万人が訪れる大阪・関西万博を契機とした国際交流の取組

を、一時的なものとせず、持続可能な交流とし、地域経済の活性
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化にもつなげていきたいと考えています。 

 

来月２日、３日には、今年で３回目となる湯の山街道のライ

トアップを実施します。湯の山街道を三木の伝統工芸「染形紙」

を用いた手作り灯籠の暖かな光で彩り、幻想的な空間を演出し

ます。２日には、酒蔵で日本酒の飲み比べなど、日本酒を堪能で

きる一夜限りの「酒蔵バー」をはじめ、湯の山街道周辺の店舗な

どとコラボしたタイアップイベントの開催も予定しています。

三木の地域資源に触れることができる体験型のイベントですの

で、多くの方々にご参加いただき、お楽しみいただきたいと存じ

ます。 

 

このたびの市議会定例会は、条例関係が５件、補正予算関係が

７件、併せて１２件の提案を予定いたしております。 

また、後日、条例関係１件、人事案件１件の提案を予定してお

ります。 

 

議員の皆さまにおかれましては、どうか慎重なるご審議をい

ただき、ご賛同を賜りますようお願い申し上げまして、開会のあ

いさつといたします。 


